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【事業要綱】
1. 事業実施に至る背景
一般社団法人長岡青年会議所（以下、「長岡JCとする」）は、長岡空襲による戦災殉難者への慰霊の想い、恒久平和への願いをもって、昭和59年より30年間に亘り「柿川灯籠流し」を執り行って参りました。
近年、行政機関や各諸団体も「8月1日」の在り方について市民一体となるかたちを目指す動きが出始めており、長岡JCとしても「柿川灯籠流し」を通じて長岡空襲の史実と慰霊の想い、そして恒久平和の願いを市民に伝え続けていくことが重要であると考えます。
2. 事業目的(対外)
長岡空襲の悲惨な史実を次の世代の市民に、しっかり伝えることを目的とします。そして、慰霊の想いを抱くことで、悲惨な史実を繰り返してはならないことに気付いていただき、恒久平和の実現のために何をすればいいのか考えるきっかけとしていただくことを目的とします。
3. 事業目的(対内）
柿川灯籠流しに参加することで慰霊の想いと恒久平和の願いを深め、恒久平和の実現のために何をすればいいのか考えるきっかけとしていただくことを目的とします。
また、柿川灯籠流しを継続することの必要性を広く多くの方々に伝えることのできる人財となっていただくことを目的とします。
4. 事業の対象者
(1)対外対象者：関係諸団体・一般参加者
(2)対内対象者：長岡JCメンバー


【事業概要】
1. 実施日時
(1)実施日:
平成26年8月1日（金）
(2)実施時間:
19：00～20：30
(3)設営時間:
11：00～23：00
(4)事業中止：　前日中止の決定は長岡まつり協議会の判断に準じます。

　　　 当日中止の決定は5：30と13：00にそれぞれ中止判断をします。

       （参考資料：中止時連絡網）
2. 実施会場
(1) 会場名　：　柿川（一之橋から追廻橋の周辺）
長岡市旭町2丁目、南町1丁目、柏町2丁目
3. 参加員数計画並びに参加推進方法
(1)対外対象者
　来賓（森民夫長岡市長、新井淳夫長岡空襲殉難者遺族会代表）






計　 2人
長岡公務員・情報ビジネス専門学校

　　50人
西部保育園



　　20人
東部保育園



　　40人
長岡市立南中学校　


　 143人
長岡市立阪之上小学校


　　69人
長岡市立表町小学校


　　21人
長岡市立千手小学校


　　64人
長岡市立希望が丘小学校


　　70人
一般参加者



  2500人
合計  2979人
(2)対内対象者
長岡JCメンバー　160人（4月23日現在）
(3)参加推進方法
　対外対象者向け
①  長岡市広報紙「市政だより」に掲載致します。
2 長岡記者クラブへのプレスリリースを致します。
3 テレビ報道機関を活用致します（㈱テレビ新潟放送網、㈱エヌ・シィ・ティ等）。
4 FMながおかによるラジオ広報を致します。
5 市の公共施設、関係諸団体にポスターを掲示致します。
6 長岡JCホームページへの掲載を致します。
7 長岡空襲歴史VTR及び柿川灯籠流しVTRの作成を致します。
8 facebookの活用を致します。
9 アオーレ長岡・イベント等での広報活動を致します。
10 市内小中学校の生徒・児童に灯籠を家庭に持ち帰っていただき、ご家族と一緒に慰霊の想いや平和への願いを書いていただくことで、灯籠流しへの参加を促します。
11 メンバーにポスターの原稿データを配信致しますので、各事業所への掲示をお願い致します。
（参考資料）灯籠流しプレスリリース、平和学習プレスリリース
対内対象者向け
1 メールによる案内配信を致します。
2 例会、委員会開催前、柿川事前清掃でのPRを致します。
3 facebookの活用を致します。
4. 外部協力者(協力種別)
（協賛）
長岡まつり協議会
（来賓）
長岡市長　森民夫　様
長岡空襲殉難者遺族会代表　新井淳夫　様
（監修協力）
長岡戦災資料館館長　若木仁　様

長岡戦災資料館顧問　古田島吉輝　様
（資料提供）
長岡空襲殉難者遺族会、長岡市、長岡市教育委員会
長岡戦災資料館、同・運営ボランティア
（設営協力）
学校法人新潟総合学院（長岡公務員・情報ビジネス専門学校）
株式会社シトラス映像
長岡市立南中学校 生徒
長岡市立阪之上小学校 児童
長岡市立表町小学校 児童
長岡市立千手小学校 児童
長岡市立希望が丘小学校 児童
社会福祉法人　高龍会（西部保育園）
社会福祉法人　東光会 （東部保育園）
（河川管理協力）
新潟県長岡地域振興局、福島江土地改良区
 (PR協力)
新潟県教育委員会、長岡市教育委員会、長岡市広報課
長岡市まつり振興課、長岡市観光企画課、長岡市庶務課
ながおか平和フォーラム実行委員会
長岡観光コンベンション協会、株式会社新潟放送
株式会社　新潟総合テレビ、株式会社　テレビ新潟放送網
株式会社　新潟テレビ21、株式会社　エヌ・シィ・ティ
NHK新潟放送局、
長岡移動電話システム株式会社（FMながおか）
株式会社　長岡新聞社、株式会社　新潟日報社
株式会社　生活情報新聞社
5. 引用著作物の有無
長岡空襲後の写真：長岡戦災資料館
　　柿川灯籠流し・体験者インタビュー映像：㈱シトラス映像より借用
6. 実施組織
(1)役割分担表
＜事前準備＞
	内　容
	担　当

	統括
	難波俊輔委員長

	統括補佐
	○高野泰副委員長、北澤晃副委員長

	チーフ
	大関雅人

	サブチーフ
	倉重一郎、渡辺道郎

	案内文配信
	大宮丈範運営幹事

	シナリオ作成
	倉重一郎、鈴木顕治、安藤一成、○北國信哉

	外部団体交渉
	難波俊輔委員長、北澤晃副委員長、○大関雅人

	出欠確認
	大宮丈範運営幹事

	ポスター配布
外部向けPR
	大塚隆則、竹島祥三、○渡邉雄也、関崎貴志、野上修佑
渡辺誠之、灯籠委員会メンバー

	映像・資料
	○小川文太、松沢裕太、諸橋和彦

	SNS担当
	渡辺道郎、○松沢裕太、佐藤辰徳、山口芳春、星野眞樹佐藤栄治、横山智樹

	受付・灯籠引渡し
会場設営
	上村英輔、髙橋晋会計幹事、曳田竜介、○二ツ家和樹
富澤光伸、小柳圭介、灯籠委員会メンバー

	会場誘導担当
	○大宮丈範運営幹事、今泉知久、佐藤太洋

	備品
	高野泰副委員長、髙橋晋会計幹事、小野高啓、佐藤智之、高見礼央、韮澤圭介、鄭ダウン、○田村一貴

	小中学校平和学習
	○渡辺道郎、鈴木顕治、大関雅人、灯籠委員会メンバー

	平和フォーラム担当
	○渡辺道郎、小川文太、板山正樹、野上将司、大関英晃

	メンバー向けPR
	○今泉知久、灯籠委員会メンバー


※「○」印は、各担当責任者を表す。
＜当日＞
	内　容
	担　当

	統括
	難波俊輔委員長

	統括補佐
	○高野泰副委員長、北澤晃副委員長

	チーフ
	大関雅人

	サブチーフ
	倉重一郎、渡辺道郎

	司会
	○高野泰副委員長

	会場設営・安全管理担当
	（本部）上村英輔
（第１会場）倉重一郎、野上将司
（第１会場対岸）竹島祥三、曳田竜介
（第２会場）小川文太、佐藤太洋
（回収場所）今泉知久、○野上修佑

	平和フォーラム担当
	○渡辺道郎、大関英晃、横山智樹

	事前清掃
	○今泉知久、佐藤栄治

	音響・映像担当
	○鈴木顕治

	遺族会代表・市長・理事長
（送迎・接待・御付）
	瀧川寛人室長、○難波俊輔委員長、北澤晃副委員長

	会場誘導担当
	大塚隆則、安藤一成、○北國真哉、鄭ダウン、小柳圭介、学生協力者、青少年委員会メンバー

	灯籠流し補助担当
	○小野高啓、安藤一成、関崎貴志、諸橋和彦

	受付・灯籠引渡し担当
	髙橋晋会計幹事、竹島祥三、○二ツ家和樹、田村一貴、韮澤圭介、山口芳春、星野眞樹、渡辺誠之

	備品管理担当
	（学生協力者備品）○今泉知久
（灯籠備品）髙橋晋会計幹事、小野高啓、○佐藤辰徳

	パネル担当
	倉重一郎、高見礼央、○渡邉雄也

	アンケート担当
	佐藤智之、富澤光伸、○松沢裕太

	記録担当
	○髙橋晋会計幹事

	学生協力者担当
	○小野高啓、板山正樹

	灯籠片付担当
	今泉知久、○野上修佑


※「○」印は、各担当責任者を表す。
7. 事業内容(目的達成のための手法説明)
(1)実施内容
　柿川灯籠流しを厳粛に執り行い、参加された方々に戦災殉難者の方々への慰霊の想い、戦後復興を遂げた長岡の歴史を築いた先人たちへの感謝、恒久平和の願いをもって、灯籠を流していただきます。
【事前準備】
1 平和学習
　昨年灯籠委員会で作成したDVD「語り継ぐ8月1日」を使用し、長岡市内の小学校児童、中学校生徒の方々に、長岡空襲の史実について伝えます。
（別紙資料：平和学習学校選定）
2 灯籠への記入
長岡市内の小学校児童、中学校生徒の方々に、灯籠をご家庭に持ち帰っていただき戦災殉難者への慰霊の想いや恒久平和の願いについて、児童、生徒が書いた裏面にご家族の方にも記入していただきます。
3 灯籠引き渡し
灯籠流しPR時にチラシを配布致します。また、当日は、アオーレ長岡において灯籠流しのPRを行い、柿川灯籠流し会場では参加希望者向けに灯籠の引渡しを行います。（無料配布）
メンバーへは7月例会及び各委員会へのPRを行います。8月1日当日、JCメンバーには22時30分から灯籠流しを行っていただきますので、出欠確認を行い、当日、出席の返事をいただいた方の分は確保致します。宵宮事業等への参加により当日22時30分からの灯籠流しに参加できないメンバーの分につきましては、委員会メンバーが代理で流させていただきます。
（別紙資料：灯籠選定および配布計画）
4 灯籠流しについてのSNS等によるPR
事前に多くの方々に長岡空襲と柿川灯籠流し事業について知っていただけるようにfacebookや長岡JCブログを活用して広くPR致します。また、本年度の柿川灯籠流し事業の現在進行状況についてもお知らせ致します。
【当日準備】
1 「名簿灯籠｣の展示
戦災殉難者の方々への慰霊の想いを深めていただくために、長岡空襲戦災殉難者のご芳名・ご住所（町名）・ご年齢を記した「名簿灯籠」を長岡戦災資料館からお借りし、「柿川灯籠流し」会場に展示致します。
2 アオーレビジョンでのPR
アオーレ長岡300インチビジョンから柿川灯籠流しのPRを行います。
3 ながおか平和フォーラムにおける柿川灯籠流しVTRの上映
　ながおか平和フォーラム実行委員会と連携を取り合い、平和フォーラムでは柿川灯籠流しVTRを、灯籠会場では平和フォーラムのVTRを流し平和の輪を広げて参ります。
第31回柿川灯籠流し
1 第31回柿川灯籠流しセレモニー（19：00～19：30）
セレモニーを「柿川灯籠流し」第１会場で開催いたします。
　第1会場に200インチのスクリーンを設置し、お集まりいただいた多くの方々にセレモニーの中継を見ていただけるように致します。
・【長岡空襲VTR投影】　（5分）
　長岡空襲に関する映像を作成し、会場にお集まりいただいた方々に長岡空襲の史実をご覧いただきます。長岡空襲についてよくご理解いただけるように、わかりやすく簡潔な内容と致します。
・【黙祷　（1分）】
・【一般社団法人長岡青年会議所　佐田直人理事長　挨拶】　（3分）
・【長岡市長　森民夫様　挨拶】　（3分）
・【長岡空襲殉難者遺族会代表　新井淳夫様　挨拶】　（5分）
・【7月31日、8月1日の平和関連行事の紹介映像の投影】　（3分）
7月31日及び8月1日に開催されている慰霊と平和への願いを込めた行事を200インチスクリーンにて紹介致します。
※行事：7月31日…「平和の森コンサート」、8月1日…戦災殉難者慰霊祭、
早朝墓前供養、非核平和都市宣言市民の集い、市内寺院の奉鳴、
ながおか平和フォーラム
・【シンボル灯籠奉灯】　（10分）
長岡空襲殉難者遺族会代表、長岡市長、理事長から、「戦災殉難者慰霊祭」と「早朝墓前供養」の2つの灯を1つにして、「シンボル灯籠」に献灯していただき「平和の鐘」を合図に「シンボル灯籠」を奉灯し、灯籠流しを開始します。
シンボル灯籠には「第31回柿川灯籠流し」と記入し、戦災殉難者への慰霊の想いを込めて流します。
2 「第31回柿川灯籠流し」（19：30～20：30）
　長岡空襲によってお亡くなりになられた戦災殉難者への慰霊、戦災復興への感謝、恒久平和への願いを込めて灯籠を流していただきます。
灯籠流し開始後200インチスクリーンには柿川灯籠流しVTRを上映致します。また、厳粛にかつ安全に灯籠を流すことが出来るよう設営致します。
（別紙資料：会場レイアウト図）
(2)当日までのスケジュール
4月　上旬　　　行政関係等、協力団体への挨拶、調整開始
　　　
　　　中旬　　　各学校へ参加協力の呼びかけPR活動
6月　上旬
各学校へ平和学習、灯籠引き渡し
長岡公務員・情報ビジネス専門学校へ事前説明会及びポスターデザインを依頼




行政関係等協力団体へ訪問（挨拶、打ち合わせ）
6月　中旬　　　マスコミへ訪問（挨拶、打ち合わせ）

プレスリリース（柿川事前清掃を含めた依頼）
長岡JCメンバーへのPR
備品の発注
会場近隣の各町内会長へ挨拶
メンバーにメールにより事業案内
ポスター完成、ポスターを配布し、PRの実施


メディアによるPR開始
7月  上旬
アオーレ等で一般参加者へ灯籠流しPRの実施
参加保育園へ灯籠の配布

7月　21日
「柿川灯籠流し事前清掃」予定日

　　　中旬
各学校から灯籠の回収
下旬
備品等の最終確認

7月　27日　
「柿川灯籠流し事前清掃」予備日
8月  1日
事業当日  ※「当日のタイムテーブル」を参照
2日
最終片付け
8月  上旬
各協力関係者へお礼回り
（３）当日のタイムテーブル
5:30
　　事業開催判断
6:00
　　戦災殉難者慰霊祭（平潟神社）
7:00
　　早朝墓前供養（昌福寺）
　　　　　　　　　　委員会メンバー集合、ミーティング、備品確認、会場設営開始
9:00
　　非核平和都市宣言市民の集い（平和の森公園）
16:00
　　学生協力者の受付
16:20
　　安全講習の実施（灯籠委員会、青少年委員会、協力学生、警備会社）
16:40
　　リハーサル開始
17:00
　　灯籠引渡し開始（灯籠流し会場）
18:45
　　来賓者のお迎え
19:00
　　セレモニー開始、長岡空襲歴史VTR投影
19:05　　　 黙祷、理事長挨拶、市長挨拶、戦災殉難者遺族会代表挨拶
19:22
    平和関連行事の紹介映像の投影
19:25
   「シンボル灯籠」献灯
19:30
    柿川灯籠流し開始
19:35
　　柿川灯籠流しVTR投影
20:30
　　柿川灯籠流し終了、片付け開始
22:00
　　片付け終了
22:30
　　JCメンバー灯籠流し（Facebookにて配信）


　　平和の鐘、点鐘
23:00
　　撤収
8. 参考例からの引継事項
(1) 2013年度　灯籠委員会　第30回柿川灯籠流しを参考に、引継ぎ事項として以下の点に留意し設営を行います。
【事前説明会、参加募集、PR等】
①　　今後も小中学生をはじめ、市民を巻き込む手法の検討や平和フォーラム等、他の平和事業との連携を検討してください。
〔対策〕昨年メンバーからの協賛によって灯籠委員会で作成したDVD「語り継ぐ8月1日」を使用し、各小中学校で平和学習を行い、長岡空襲の史実と柿川灯籠流しの意義を伝えます。今年も8月1日に行われる他団体の平和事業にも参加し連携して参ります。
2 　プレスリリースについては、長岡市記者クラブ経由のみに頼ることなく、個々の報道機関に出来るだけ早めに取材依頼を行ってください。
〔対策〕各報道機関に積極的に取材依頼を行います。
3 　各学校に対してはボランティア依頼を出来るだけ早めに行う必要があります。柿川事前清掃のボランティア依頼と同時に依頼を行い、担当される先生と日程調整などを行ってください。
〔対策〕柿川事前清掃のボランティア依頼と同時に柿川灯籠流しのボランティア依頼を行います。
4 　学生への事前説明会は、当日の設営に対する意欲を上げる効果があると考えますので必ず実施してください。
〔対策〕本年度もボランティアに参加していただく学生には、事前説明会の中で8月1日の史実を伝え、設営に対する意欲を持っていただきます。
5 　2年目メンバーの出向は、長岡JCが継続事業として行なってきた灯籠事業の重要性を体感していただく意味で非常に効果的だったと考えます。今後も、出向メンバーの受入れや当日設営協力していただけるJCメンバーの方々には、各自の役割を明確にした上で事業構築に参画をしてもらえるように、既存の委員会メンバーでしっかりと準備をしてください。
〔対策〕出向される2年目メンバー各自に役割を与え、率先して事業構築に参画していただきます。
【関連諸団体との事前打ち合わせ】
①　柿川灯籠流しでは、事前清掃事業を含め、長岡まつり協議会や長岡市・新潟県などとの各種手続きや情報共有が多岐にわたって必要となりますので、スケジューリングと担当者を明確にしてください。
また、その年の担当委員会は、提出書類等のコピーや当該年度の変更点を事業報告書の添付資料に必ず残して次年度委員会に引き継ぐように徹底してください。
〔対策〕各担当やスケジュールの計画をしっかりと立て、各種手続きや情報共有をスムーズに行えるように致します。
②　例年、市長の服装に合わせ、理事長も浴衣での参加をしていただいておりましたが、本年度は慰霊行事として理事長も市長もスーツ（クールビズでノーネクタイ）でセレモニーに参加していただきました。市長の服装については秘書課との事前調整が必要ですので連絡を綿密に行って下さい。
〔対策〕事前に秘書課に連絡を取り、綿密な打ち合わせを行います。
3 　本年度より、長岡まつり協議会からの助成金を20万円増額していただき、70万円いただくことが出来ました。助成金を有効活用し、安全対策をしっかりと行えるよう事業構築に配慮してください。
〔対策〕しっかりとした事業構築をし、更に増額していただけるよう働きかけます。
4 　本年度は道路使用許可を9時から24時まで取得しました。近隣住民への事前説明をしっかり行うとともに、十分な時間を確保しておく必要があります。
〔対策〕近隣住民への事前説明で趣旨をご理解いただき、十分な道路使用許可時間9時から24時まで確保致します。
【事前準備】
1 　事前清掃後、天候によっては再度の清掃が必要になる場合もありますので、事業当日までの間、灯籠流し会場の状況確認を日々行ってください。
〔対策〕安全に灯籠流しが行えるよう、事前清掃後の荒天後には、灯籠流し会場の状況を確認致します。
2 　交通規制に関して規制看板等の作成を忘れずに行ってください。
〔対策〕必要な箇所に交通規制看板を設置致します。
3 　灯籠のロウソクは30℃を超える炎天下では溶け出してしまう事があります。クーラーボックス等を用意して冷暗所に保管し、予備も準備しておいてください。
〔対策〕クーラーボックスを用意し、ロウソクが溶けないよう注意致します。また、予備のロウソクも購入致します。
④　例年、無料でお借りしていたNPO法人復興支援ネットワーク・フェニックスのスクリーンが破損したため、次年度以降は予算計上してください。
　　〔対策〕㈱シトラス映像様よりお借りしスクリーンレンタルを含めて予算計上していただきます。
【当日の設営、運営、進行等】
1 　炎天下の中で設営準備をするので、熱中症対策が必要です。こまめな休憩と目配りを行ってください。
〔対策〕交代で休憩が取れるようスケジュールを組み、水分補給ができるよう準備を行います。
2 　柿川の水量調節については、福島江土地改良区に事前に依頼しておく必要があります。当日、微調節を行っていただく場合には、長岡市河川港湾課に依頼してください。水量が少ないと小さな子供たちが灯籠を流す際に危険な為、水面まで10センチ以内になるように調節してください。
〔対策〕福島江土地改良区と長岡市河川港湾課へ事前に依頼し、現場での調整がしっかりできるよう連絡を徹底致します。
3 　柿川の水量については、水門を開けることで水かさを上げることはできますが、水門は通常閉まっている状態になっているので、水門の操作によって柿川の水を減らすということはできません。増水時の会場設営についても、事前に準備しておく必要がありますので、場面図の作成と対処法についてあらかじめ検討しておいてください。
〔対策〕増水時の会場場面図も作成して、増水時に備え事前準備を行います。
（別紙資料：会場レイアウト図）
4 　会場のごみはひとつ残らず回収し、翌日の早朝にもう一度確認を行ってください。
〔対策〕撤収時にごみの回収を行い、担当者を決め翌朝確認を行います。
5 　マイクは有線の物を使用し、セレモニー中に断線等がないように注意してください。
〔対策〕発注先に有線マイクを依頼し、断線等のトラブルが発生しないよう事前確認を行います。
6 　セレモニーの最中に、前夜祭パレードを行った米国製大型自動二輪が会場近隣を通過しました。あらかじめ前夜祭部会事務局に、会場近隣を通過することがないようお願いしておりましたが、伝わっておりませんでした。慰霊の想いを込めたセレモニーですので、次年度も引き続き柿川灯籠流し会場近隣を通過しないよう前夜祭部会事務局に強くお願いしてください。
〔対策〕前夜祭部会事務局にしっかりお願いし、厳粛にセレモニーを執り行います。
7 　安全対策上、カラーコーンやロープが大量に必要となりますので、多めに確保するようにしてください。
〔対策〕カラーコーンやロープは大量に必要なので、予算計上しレンタル致します。
8 　多くの参加者が来られても対応できるように全体を組み立て、誘導等の設営人数の配置に注意してください。
〔対策〕参加者の受付待ち行列のレイアウトも考慮し誘導計画を立てます。
9 　今回、灯籠流し場所として利用した第1会場対岸と第2会場対岸は踏み石と床面の段差が大きく、子どもたちが躓く場面が見られました。次年度以降、灯籠流し場所として利用する場合には安全対策を施してください。
〔対策〕安全対策のために通路には足元を照らす照明を設置できるよう電気工事業者に依頼致します。
10 　名簿灯籠の明るさはご高齢の方もおられますので字が読めるように出来るだけ明るくしてください。
〔対策〕電気工事業者と調整し、ライトの位置を決め、読みやすいようライトアップ致します。
11 　今回、一般参加者向けに用意した灯籠が8時10分には配布が終わってしまい、その時点で並んでおられた50名弱の方々に灯籠を流していただけませんでした。

本年度であれば、引取りに来られていない小中学生向けの引き当て分をご理解いただいた上で流していただく等の方策があったように思われます。想いを持って来られた方が灯籠を流せないことのないよう、あらかじめ対応策を検討してください。
　　〔対策〕事前に小中学生に了解をいただき、引取りに来られない場合は一般参加者に灯籠を流していただきます。
⑬　灯籠流し会場において、灯籠を流し終えた方々を対象に無作為で聞き取り調査を行いました。次年度以降の柿川灯籠流し事業設営の際の参考にしてください。
　　〔対策〕昨年のアンケート結果を考慮し、参加推進方法、安全対策に反映します。

（参考資料：13アンケート結果）
14 　電気工事については、業者との事前調整を確実に行いお互いに時間厳守を徹底してください。本年度は、委員会側で用意していたバルーン投光機が予定していた夜10時30分の第1会場設置に間に合わなかったため、仮設電気の撤収が一部遅れ、電気工事業者の方にご迷惑をおかけいたしました。また、予算についても業者に負担がかかっており、今後、調整をしっかりと行う必要があります。
〔対策〕片付けの役割分担やタイムスケジュールを作成し、効率よく撤収を行います。
15 　1,482個の灯籠を流す為に、舟の折りやろうそくの分別などの事前準備を前日までに全て完了することで、想定以上にスムーズに流していただくことが出来ました。
しかし、会場への部材の搬入が煩雑となった結果、灯籠と舟の個数が合わなくなる混乱がありました。最終的に数は合いましたが、部材の搬入については必ず現場確認を行うようにして下さい。
〔対策〕本年度も、舟の作成やロウソクの分別を事前に行います。また、備品表で管理し会場搬入時、担当を決め現場確認を行います。
【その他】
　　　長岡市庶務課からの要請があり、ながおか平和フォーラムの設営に協力いたしました。次年度以降も協力要請があることが考えられます。庶務課との連携は今後重要となってくるものと考えられますので対応してください。
　　〔対策〕庶務課から依頼もあり、今年もながおか平和フォーラムに設営協力致します。
9.　本年の工夫と期待される効果
1 　小学校児童と中学校生徒を対象に平和学習を行います。また、灯籠を家庭に持ち帰り、ご家族と一緒に戦災殉難者への慰霊の想いや恒久平和の願いを書いていただくことで長岡空襲について考え、ご家族で参加していただけるように工夫します。そして、戦災殉難者の方々への慰霊の想いや恒久平和の願いを語り継ぐ重要性を感じていただくことが期待されます。
2 　出向してくる入会2年目のメンバーに柿川灯籠流し事業構築と運営に参画していただくことで、柿川灯籠流しの歴史や意義をしっかりと理解し、戦災殉難者への慰霊の想い、先人たちへの感謝、恒久平和への願いを語り継ぐことができるようになることが期待されます。
3 　事前にアオーレ長岡でPRを行う事により、他地域からも多くの方が関心を持ち当日参加していただける事が期待されます。
4 　今後も灯籠流し事業を継続するため、当日会場に献灯箱を設置し市民から善意による献灯代を募ることで、今後のLOM予算を軽減できることが期待されます。
10.　公益・共益の区別及び判断に関わる事項
◎公益目的事業の判断に関わる事項
(1)公益目的事業23項目該当番号・内容、及び理由
番号・内容：19項　地域社会の健全な発展を目的とする事業
理由：長岡空襲という史実を風化させず、空襲によりこの地域で亡くなられた多くの戦災殉難者の方々に対して慰霊の想いを持って灯籠を流すことは地域社会の健全な発展の為に必要であると考えられます。
(2)上記の目的を実現するために事業実施において注力する点
今後も灯籠流しを継続して行うことができるように、安全対策に注力して参ります。
(3)判断理由
(ア)事業の目的が不特定多数の利益になっていると判断できる理由
　柿川灯籠流しという公益的事業が不特定多数の利益になっていると判断できます。
(イ)事業の参加者が不特定多数である（広く一般に公開されている）と判断できる理　　　　由
　柿川灯籠流し事業は長岡JCメンバーだけで行うものではなく、長岡空襲殉難者遺族会をはじめとする関係諸団体と協力して設営し、例年多数の市民の方々に灯籠を流していただいていることから事業の参加者が不特定多数であると判断できます。
11.　依頼事項
1 多くの市民の方にPR出来るようにポスター、チラシの掲示にご協力をお願い致します。
2 より多くの方に、戦災殉難者の方々への慰霊の想いを持って灯籠流しに参加いただけるようにお声掛けをお願いするとともに、Facebookのシェア等波及のご協力をお願い致します。
3 入会2年目メンバーの皆様は、7月1日より灯籠委員会へ出向していただき事業構築や設営に、ご協力をお願い致します。
4 当日の設営は青少年委員会の皆様に、ご協力をお願い致します。
12.　審議のポイント
1 灯籠の無料配布について
②　献灯箱の設置について
13.　予算総額
（1）金2,297,000円
（2）（事業計画）収支予算書




【審議対象資料一覧】
(1)審議対象資料
1 案内文（メンバー）
2 案内文（関係行政・諸団体）
3 案内文（長岡空襲殉難者遺族会代表）
4 案内文（長岡市長）
5 案内文（長岡公務員・情報ビジネス専門学校）
6 案内文（保育園）
7 案内文（小学校）
8 案内文（中学校）
9 灯籠流しプレスリリース
10 平和学習プレスリリース
11 （事業計画）収支予算書
12 チラシ
13 パネル
14 道路使用許可申請書（付近見取図）
(2)参考資料
1 外部協力者一覧
2 中止時連絡網
3 会場レイアウト
4 灯籠の販売計画および配布計画
5 緊急災害時連絡網
6 安全講習（危険予知）
7 一般参加者記帳用紙
8 14アンケート調査用紙
9 13アンケート結果
10 備品リスト
11 ポスター・チラシ配布計画
⑫　平和学習学校選定
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【前回までの流れ(意見と対応)】
第18回スタッフ会議

平成26年　4月 16日

（背景目的について）

Ｑ：対内目的に「恒久平和を願うためにそれぞれが何をすればいいのか考えていただく」とありますが文章としておかしいと思います。

Ａ：修正致しました。

（事業計画書内容について）
Ｑ：恒久平和の実現のために何をすればいいのか考えるきっかけとしていただくことを目的としていますが、どのような工夫を考えていますか。

Ａ：子どもたちに考えていただける平和学習を行うことで、考えるきっかけを作ります。
Ｏ：平和学習は議論をする場を与えるなど、子ども達にアクションを起こさせる工夫を考えてください。

Ａ：平和学習の手法に盛り込み、子ども達から考えてもらい、意見交換ができるようにします。

Ｏ：引継事項【当日の設営、運営、進行等】⑬の「昨年のアンケート結果を参考にしてください。」に対し「今年もアンケートを取り来年に引き継ぎます。」では対策になっていません。修正してください。

Ａ：修正し、昨年のアンケート結果も添付しました。

（予算について）

Ｑ：年初から灯籠無料配布を考えていましたか。

Ａ：有料と無料のどちらの方向性も視野に入れ、無料配布をすべきかどうかは委員会の議論にて決定しました。
Ｑ：献灯箱を設置する目的をお聞かせください。

Ａ：時代の移り変わりとともに経費が増額しているのが現状です。当事業を継続し続けるために献灯箱を設置し市民から善意による献灯代を募ります。

Ｑ：電気工事額が大幅増額となっていますが、相見積もりは取ってありますか。
Ａ：水澤電機より相見積りをいただいた結果、価格が安く、昨年もお願いした成田屋電設を選択しました。
Ｑ：理事会承認予算の50万円は灯籠無料配布を実施するためのものだと思いますが、実際は各費用の値上がりの補填となってしまっているのではないですか。
Ａ：値上がり分は委員会事業繰入収入を充てさせていただいております。灯籠を無料配布することで参加を促すため理事会承認予算50万円を計上させていただきたいと考えております。
Ｑ：映像費は毎年計上しているものなのですか。

Ｑ：映像編集費は何故必要なのですか。

Ａ：毎年計上しています。今まで使用した映像ソースは利用しますが本年度の内容に若干合わせる必要があります。また、当日の慰霊事業を撮影しスクリーンに投影する作業もあります。

Ｑ：灯籠の見積もりが昨年と同額ですが、消費税増額分が含まれていないのではないですか。

Ａ：消費税増額分を値下げしていただきました。

Ｑ：チラシやポスターをストライプスで見積もりを取っていますが、現役メンバーに依頼するべきではないでしょうか。

Ａ：中越に相見積もりを取りましたがストライプスが安価でしたし、昨年作成したパネルに追加作成することを考えるとデザインを統一するためにもストライプスに作成していただくことが妥当と考えます。
Ｑ：カラーコーンとセーフティーバーをレンタル計上していますが購入した方が良いのではないでしょうか。

Ｏ：保管上の問題があり、レンタルすることが適切と判断しました。

（アンケートについて）

Ｑ：アンケートはどのように行いますか。

Ｏ：聞き取りでは集計に限界があると思います。工夫を考えてください。

Ｏ：灯籠を流した後にアンケートを記入できるような動線を作り、テントやテーブルを設置するなどの検討をしてください。

Ａ：大変混雑した会場でアンケート記入のためのテントやテーブル等を設置すると危険もあるので聞き取りアンケートとします。また聞き取りにすることで、回収率向上も期待できます。内容については見た目で判断できることはこちら側で記載するようにし、設問を答えやすいものに修正しました。
（その他）
Ｑ：「22：30」の時間について委員会の考えをお聞かせください。

Ａ：22：30は重要な時間であると考えていますが、夜遅い時間でもあり一般参加者から灯籠を流していただくのは危険を伴いますので、長岡JCメンバーで流させていただきます。
第19回スタッフ会議

平成26年　4月30日

（「22：30」について）

Ｏ：「22：30」に長岡JCメンバーで灯籠を流していることを報道機関やFacebookを活用しアピールしてはいかがですか。

Ａ：プレスリリースにその内容を盛り込み、Facebookでも配信します。
Ｑ：柿川灯籠流しを今後も継続していくために何をするべきと考えていますか。

Ａ：広く多くの方々に知っていただき興味を持ってもらうことが継続し続けるために大切であると考えます。

Ｏ：昼に灯籠を流しても良いのではないかとの質問に答えられない委員会メンバーがいました。委員会で根本的なところを議論し直してください。
Ａ：今一度委員会にて議論致します。

Ｑ：昨年の柿川灯籠流し事業と変わったところを教えてください。

Ａ：事前説明会を平和学習に変え昨年灯籠委員会で作成したDVD「語り継ぐ8月1日」を使用し児童生徒に学習を行います。また、灯籠飾りを廃止し献灯箱を設置します。
Ｑ：昨年と大幅な変更をしなかった理由をお教えください。
Ａ：継続することが大切であり、変化することに重点を置くべきものではないと考えます。

Ｑ：柿川灯籠流しの完成形であると捉えてよろしいのでしょうか。

Ａ：今後も安全により良い事業にするために模索し続ける必要があると考えます。
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